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こ ど も 園 運 動 会
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
12
日

か
ら
19
日
ま
で
、
８
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
一
日
繰
り
上

げ
て
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
各
会
計
の
決
算

認
定
や
、
こ
ど
も
園
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど

20
議
案
が
提
出
さ
れ
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含

め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員

が
防
災
計
画
と
災
害
時
の
対
応

等
に
つ
い
て
、
10
問
に
論
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
３
日
に
は
全
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
除
雪
機

械
４
台
の
購
入
予
算
の
ほ
か
、

平
成
25
年
度
か
ら
見
直
し
を
進

め
て
い
た
防
災
計
画
書
の
概
要

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

9 月 定 例 会

６８億９千万円を認定

　
決
算
審
査
意
見 　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
減
少
が
進
む
な
か
振
興
計
画
に
掲

げ
た
町
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を

監
査
委
員　

薄　
井　
憲　
一

監
査
委
員　

佐　
藤　
弘　
信

　
平
成
25
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
と

も
に
黒
字
決
算
と
な
り
、
基
金
積
立
に
２
億
６
千
万

円
が
積
み
増
し
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
管
内
に
先

駆
け
て
幼
保
一
体
化
施
設
「
ふ
る
ど
の
こ
ど
も
園
」

が
８
億
５
１
２
４
万
円
で
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
子
育

て
支
援
施
設
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
防
災
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
指
定
避
難
所
等
が
設
定
さ

れ
た
が
全
国
的
に
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
多
発
し

て
い
る
の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
な
ど
町
民

へ
の
周
知
を
速
や
か
に
行
わ
れ
た
い
。
地
方
経
済
の

先
行
き
へ
の
不
安
と
と
も
に
人
口
減
少
が
続
く
と
思

わ
れ
る
が
、
振
興
計
画
に
掲
げ
た
町
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
ら
れ
た
い
。



ふるどの議会だより　第129号
平成26年10月20日発行3

２５年 度 会 計 決 算

町税10.0％
繰入金2.4％

繰越金7.0％
使用料等0.6％
譲与税等2.4％

地方交付税37.4％
国庫支出金16.9％

その他3.1％

地方債（借金）20.2％
人件費11.8％
（うち職員給6.8％）

扶助費5.6％

公債費9.5％

その他1.1％

積立金7.4％

繰出金8.0％

補助費等9.0％

建設事業費36.2％

災害復旧事業費0.1％

物件費11.3％

歳　入
52億
9,913円

歳　出
50億
8,251円

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 採決の結果

一　般　会　計 ５２億９, ９１３万円 ５０億８, ２５１万円 認定　(９ 対 ２)

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ７億３９０万円 ６億５, ３０８万円 認定　(10対 1)

簡  易  水  道 １億３５万円 ９, ８５４万円 認定　(全員賛成 )

農業集落排水事業 ８, ８６３万円 ８, ６８６万円 認定　(全員賛成 )

林業集落排水事業 ２, ３３５万円 ２, ２８８万円 認定　(全員賛成 )

介  護  保  険 ６億１, ７４３万円 ５億９, ７０３万円 認定　(全員賛成 )　

後期高齢者医療 ５, ６７０万円 ５, ６６７万円 認定　(全員賛成 )

合　　計 ６８億８, ９５６万円 ６５億９, ７６０万円

前 年 対 比 110.2％ 113.9％

各会計の決算状況と採決結果 （１万円未満切り捨て）

一般会計の歳入歳出の性質別割合は !
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一般
会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

　
こ
ど
も
園
の
建
設
を
は
じ
め
役
場
庁
舎
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
工
事
等
に
よ
り
、
歳
出
額
が
50
億
８
２
５
１
万
円
と

な
っ
た
決
算
を
審
議
し
認
定
し
ま
し
た
。

Q 

児
童
福
祉
費
で
１
億
２

千
万
円
が
不
要
残
と
な
っ
た

理
由
は
何
か
。

A 

こ
ど
も
園
の
建
設
工
事

に
伴
う
も
の
で
す
。

Q 

戦
略
的
産
地
づ
く
り
総

合
支
援
事
業
補
助
金
の
支
出

先
は
ど
こ
か
。

A 

事
業
体
で
４
団
体
、
お
ふ

く
ろ
の
駅
出
荷
者
６
名
で
す
。

　
大
震
災
や
原
発
事
故
の
復
旧
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

幼
保
一
体
化
施
設
の
建
設
な
ど
事
業
も
実
施
さ
れ
て
お
り

賛
成
し
ま
す
。 佐

川
勇
司 

議
員

　
人
口
減
少
や
雇
用
対
策
な
ど
対
応
・
対
策
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
反
対
し
ま
す

岡
部
淳
一 
議
員

反
対

　
昨
年
９
月
の
補
正
予
算
に
反
対
し
た
の
で
決
算
に
つ
い

て
も
反
対
し
ま
す
。

高
木
節
男 

議
員

反
対

賛
成

賛
成 

９

反
対　
2

採
決

可
決

論
討

地
方
財
政
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
請
願

　

５
件
の
請
願
が
提
出
さ

れ
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員

会
で
審
議
が
行
わ
れ
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
が
減
少
す
る
な
か
、
一
般
会
計
か
ら

３
６
０
０
万
円
の
繰
入
を
実
施
し
、
税
率
引
き
上
げ
を
抑

制
す
る
な
ど
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
お
り
賛

成
し
ま
す
。 佐

川
勇
司 

議
員

　
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
や
保
健
指
導
な
ど
町
の

取
り
組
み
は
評
価
す
る
が
、
保
険
料
を
５
％
値
上
げ
し
て

い
る
の
で
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

賛
成

論
討

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定　

Q 

資
格
者
証
・
短
期
資
格

者
証
の
発
行
世
帯
に
対
す
る

納
税
相
談
等
の
町
の
対
応
は
。

A 

資
格
者
証
等
の
発
行
世

帯
に
限
ら
ず
、
滞
納
世
帯
を

対
象
と
し
て
随
時
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

審
議
議
案

賛
成 

10

反
対　
１

採
決

可
決

手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
臨
時
特
例
交
付
金

に
よ
る
就
学
支
援
事
業

の
継
続
を
求
め
る
請
願

政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰

米
処
理
を
求
め
る
請
願

農
業
委
員
会
企
業
の
農
地

所
有
農
協
改
革
な
ど
農
業

改
革
に
関
る
請
願

採
択
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継続
公開

わが町の
貯金と借金

一般会計分

会　　計　　別 収入未済額の内訳

一　般　会　計

町　　　　　税 ２８, ６０３

保　　育　　料 ２, ６５７

住 宅 使 用 料 ５, ０１８

負担金・貸付金 ５７０

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 国民健康保険税 ５１, ２３３

簡 易 水 道 水 道 使 用 料 １, ８８３

集 落 排 水 集落排水使用料 ２, ９５６

介 護 保 険 介 護 保 険 料 １, ７０１

後 期 高 齢 者 保　　険　　料 ２８

合　　　　　計 ９４, ６４９

（単位）：千円 税
金
使
用
料
の

滞
納
額

区　　　分 25年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 4,050万円 3,985万円 50％

公営住宅建設債 7,053万円 △1,617万円 0％

災害復旧事業債 2,130万円 △714万円 ～95％

義務教育整備債 2,300万円 △947万円 ～70％

一般単独事業債 1億2,893万円 △5,911万円 ～50％

過疎対策事業債 20億6,906万円 5億1,230万円 70％

辺地対策事業債 5億8,707万円 1億3,052万円 80％

財 源 対 策 債 1,832万円 △233万円 100％

臨時財政特例債 1,558万円 △509万円 100％

減税補てん債 3,680万円 △1,168万円 100％

臨時税収補てん債 902万円 △270万円 100％

臨時財政対策債 14億9,884万円 3,872万円 100％

計 45億1,899万円 5億8,916万円

区　　　分 25年度末残高 昨年度増減

財政調整基金 12億590万円 △1,179万円

減 債 基 金 3億498万円 2億9,766万円

文教厚生施設等基金 14億3,795万円 3,314万円

ふるさと創生基金 1億4,204万円 △2,395万円

さわやか福祉基金 1億5,425万円 0

計 32億4,512万円 3億26万円

区　　　分 25年度末残高 昨年度増減

土地開発基金 1億円 0

優良雌牛導入事業基金 5,500万円 166万円

奨　学　基　金 6,737万円 633万円

計 2億2,237万円 799万円

借金の種類 借入金は元金です。 貯金の種類 積 立 基 金

運 用 基 金

※ 算入率は、返還金の一部が後年国から交付税として入ってくる割
り合いを示したもので、算入率100%は全額国が補てんするとい
うことです。

※ 基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を
積み立て（積立基金）又は定額の資金を運用するた
めに設けられる資金（運用基金）又は財産です。
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１億８７００万円を基金積立
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
５
６
万
９
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を
４
２
億
１
０
４
８
万
８
千

円
と
す
る
補
正
予
算
。
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
１
億
８
７
３
４
万
円
、
地
方
交
付
税
の
確
定
分
１

億
３
６
５
９
万
円
の
歳
入
の
ほ
か
、
除
雪
車
両
購
入
経
費
９
０
１
万
円
、
田
口
中
井
地
内
の
国
道

改
良
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
の
繰
出
金
２
５
０
０
万
円
、
仙
石
地
区
の
可
搬
ポ
ン
プ
軽
ト
ラ
搭

載
車
購
入
費
５
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
予
算
で
す
。

Q 

歳
入
余
剰
金
の
確
定
に
よ

り
財
政
調
整
基
金
に

７
８
０
０
万
円
、
文
教
基
金
に

１
億
６
６
０
０
万
円
と
主
な
歳

出
は
基
金
へ
の
積
み
立
て
と

な
っ
て
い
る
が
、
当
初
予
算
に

残
額
が
生
じ
た
時
点
で
減
額
補

正
を
し
て
、
他
の
事
業
に
振
り

替
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

A 

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
に

つ
い
て
は
、
幼
保
一
体
化
施
設

建
設
事
業
分
が
大
き
く
繰
越
工

事
と
な
っ
た
た
め
、
減
額
振
り

替
え
な
ど
補
正
対
応
は
と
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
本

年
７
月
末
に
確
定
し
た
の
で
、

本
定
例
会
に
補
正
計
上
し
た
も

の
で
す
。

一般
会
計
第
２
次
補
正
予
算

審
議
議
案

全
員
賛
成

採
決

可
決

　
除
雪
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
大
型
タ
イ

ヤ
ロ
ー
ダ
ー
２
台
、
小
型
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ダ
ー
１
台
、

融
雪
剤
散
布
装
置
と
除
雪
排
土
板
を
備
え
た
除
雪
ト

ラ
ッ
ク
の
合
わ
せ
て
４
台
の
中
古
除
雪
機
械
の
購
入

費
用
を
、
９
月
議
会
に
補
正
計
上
す
る
ほ
か
、
見
直

し
作
業
行
っ
て
い
た
防
災
計
画
書
の
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

水み
ず
野の

悦え
つ
男お
さ
ん
を
再
任

住
所　
下
大
久
田

（
任
期
）Ｈ
30
・
10
・
７
ま
で

鈴す
ず

木き

一か
ず

美み
さ
ん
を
推
薦

住
所　
下
松
川
字
大
原

（
任
期
）Ｈ
27
・
1
・
１
か
ら

購入予定の除雪機械
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子ども園の庭を視察調査

健康管理センター改修工事を視察調査

　
小
学
校
校
庭
及
び
こ
ど
も
園
園
庭
の
状
況
調
査
の
ほ
か
旧
保
育

所
跡
の
活
用
、
流
鏑
馬
保
存
会
の
馬
管
理
状
況
を
視
察
・
調
査
し

ま
し
た
。 

現
地
調
査
後
付
託
さ
れ
た
請
願
３
件
の
審
査
を
行
い
採

択
と
し
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
の
ほ
か
町
道

才
竜
内
石
神
線
改
良
工
事
や
大
竹
地
内
の
稲
の

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
収
穫
作
業
、
汚
染
廃
棄
物
仮
置

き
場
の
保
管
管
理
状
況
を
視
察
調
査
し
ま
し
た
。

  

現
地
調
査
後
、
付
託
さ
れ
た
請
願
２
件
の
審
査

を
行
い
採
択
と
し
ま
し
た
。

常任委員会の活動
総
務
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会
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緑
川　
国
道
３
４
９
号
線
土

鍋
地
区
の
完
成
年
度
は
。

町
長　
平
成
27
年
度
完
成
予

定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

緑
川　

県
道
三
株
・
下
市

萱
・
小
川
線
の
狭
幅
部
の
改

良
計
画
は
。

町
長　
今
年
度
か
ら
路
線
沿

線
の
懸
案
箇
所
の
調
査
を
行

う
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
町
道
小
川
内
・
小
作

線
の
改
良
計
画
は
。

町
長　
県
道
い
わ
き
・
石
川

線
の
通
行
止
め
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
路
線
と

し
て
の
改
良
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
部
分
的
な
改
良
を

必
要
と
す
る
箇
所
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
町
道
越
代
・
高
房
線

の
改
良
計
画
は
。

町
長　
平
成
24
年
度
発
注
の

工
事
に
よ
り
、
改
良
済
み
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
９
月
17
日
に
７
人
の
議
員
が
10
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
５
日
に
発

生
し
た
県
道
い
わ
き
・
石
川

線
、
法
面
崩
落
に
よ
る
通
行

止
め
は
、
５
か
月
が
過
ぎ
県

南
・
県
中
地
区
重
要
物
流
路

線
の
遮
断
は
、
地
域
経
済
及

び
、
通
勤
・
観
光
そ
の
他
に

多
大
な
損
害
を
被
っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
又
、
迂
回
、
国
・
県
道
及

び
町
道
は
、
道
幅
が
狭
く
す

れ
違
い
の
容
易
で
な
い
箇
所

国道３４９号土鍋地内の工事状況

一
般
質
問

緑
みどり
川
かわ
　栄

えい
一
いち
 議員

い
わ
き
・
石
川
線
通
行
止
め
に
よ
る

迂
回
路
の
整
備
は

国
道
３
４
９
号
線
は

平
成
27
年
度
完
成
予
定

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

狭隘部の多い町道・小川内小作線・百目鬼地内

一 般 質 問一 般 質 問

町
長

が
多
数
あ
り
、
交
通
事
故
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
片
側
交
互
通
行
に
よ

る
交
通
解
放
の
時
期
は
。

町
長　
県
か
ら
発
表
が
あ
り

９
月
26
日
午
後
３
時
の
予
定

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
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佐
さ
川
がわ
　勇
ゆう
司
じ
 議員

イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
通
年
助
成
を

箱わなにより捕獲されたイノシシ

現
行
支
援
は
継
続
し
て
い
く町

長

支
援
と
し
て
県
鳥
獣
被
害
防

止
緊
急
捕
獲
等
対
策
事
業
で

一
頭
あ
た
り
８
千
円
、
狩
猟

期
内
で
県
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
管

理
事
業
に
よ
る
一
頭
あ
た
り

８
千
円
の
支
援
が
あ
り
、
更

に
町
で
１
万
２
千
円
上
乗
せ

し
て
一
頭
あ
た
り
２
万
円
を

助
成
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

わ
な
の
購
入
、
追
い
払
い
活

動
等
の
支
援
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
対
象
者
は
有
害
鳥
獣

捕
獲
隊
員
ま
た
は
狩
猟
免
許

取
得
者
で
あ
り
、
猟
期
外
は

町
か
ら
捕
獲
許
可
を
受
け
た

者
で
す
。

　
今
後
、
国
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
鳥
獣
保
護

法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

一 般 質 問一 般 質 問
　
増
発
す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害

は
農
作
物
だ
け
で
な
く
民
家

の
宅
地
ま
で
侵
入
し
、
人
的

被
害
ま
で
心
配
さ
れ
る
深
刻

な
状
況
と
思
い
ま
す
。
実
り

の
秋
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の

対
策
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

佐
川　
農
作
物
以
外
の
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
は
、
見
受

け
ら
れ
る
か
。

町
長　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
被
害
に
つ
い
て
大

久
田
地
区
か
ら
２
件
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

佐
川　
駆
除
捕
獲
対
策
事
業

の
導
入
に
よ
り
捕
獲
頭
数
が

増
加
し
た
、
そ
の
内
容
は
。

町
長　
24
年
度
は
90
頭
、
25

年
度
で
は
１
０
０
頭
の
捕
獲

頭
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
川　
わ
な
捕
獲
が
有
効
と

聞
き
ま
す
が
、
そ
の
状
況
と

支
援
策
は
。

町
長　
箱
わ
な
等
の
捕
獲
用

器
材
は
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

が
保
有
し
て
お
り
、
要
望
者

に
対
し
て
わ
な
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
く
く
り

わ
な
に
つ
い
て
は
、
わ
な
猟

の
資
格
取
得
者
に
対
し
一
部

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

佐
川　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
設
置
の
検
討
は
し
て
き
た

か
。

町
長　
他
町
村
の
事
例
を
参

考
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
定

の
会
員
数
が
確
保
さ
れ
、
着

実
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

事
を
踏
ま
え
、
町
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
協
議
会
及
び
町
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
取
り
組
み

と
し
て
お
り
ま
す

佐
川　
銃
猟
禁
止
区
域
等
で

の
銃
器
使
用
は
制
限
さ
れ
て

き
た
が
制
度
の
見
直
し
は
。

町
長　
県
と
の
協
議
で
、
わ

な
に
よ
る
捕
獲
し
た
有
害
鳥

獣
を
仕
留
め
る
場
合
の
み
、

銃
器
の
使
用
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

佐
川　
国
の
支
援
制
度
内
容

と
今
後
に
お
け
る
助
成
は
あ

る
か
。

町
長　
狩
猟
期
以
外
の
捕
獲

民家周辺にも電気牧柵を設置
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通
行
量
な
ど
緊
急
性
と

経
済
性
を
考
慮
し
実
施
し
ま
す

一 般 質 問一 般 質 問

佐
さ
藤
とう
　一
かず
夫
お
 議員

町
道
の
改
良
計
画
は

町
長

　
生
活
基
盤
で
あ
る
道
路
網

整
備
に
長
期
に
渡
り
投
資
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

道
舗
装
の
路
線
も
あ
り
改
良

を
望
む
声
も
多
く
聞
か
れ
ま

す
。
町
道
改
良
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

豪
雨
等
に
よ
る
公
共
土
木
災

害
の
復
旧
に
つ
い
て
次
の
点

を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
町
道
改
良
を
望
む
要

望
書
提
出
は
。

町
長　
５
年
間
で
平
成
21
年

度
と
22
年
度
が
各
５
路
線
、

23
度
か
ら
25
年
度
が
１
路
線

で
す
。

佐
藤　
町
道
改
良
に
向
け
た

計
画
は
。

町
長　
地
域
間
を
結
ぶ
重
要

度
を
勘
案
し
て
路
線
を
選
定

し
順
次
改
良
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

佐
藤　
公
共
土
木
災
害
復
旧

の
対
応
は
。

町
長　
大
雨
等
に
よ
る
災
害

は
基
本
的
に
国
の
補
助
を
受

け
復
旧
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
災
害
の
規
模

日
常
の
管
理
状
況
等
に
よ
り

国
の
基
準
に
満
た
な
い
も
の

は
、
町
単
独
で
対
応
し
ま
す
。

佐
藤　
道
路
行
政
に
対
す
る

課
題
と
取
り
組
み
は
。

町
長　
町
道
の
改
良
及
び
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
多
額
の

経
費
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

財
源
確
保
が
課
題
で
財
源
に

応
じ
た
改
良
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

急勾配・急カーブが多い町道 下論田鵰巣線

復旧が待たれる町道 松久保鵰巣線路肩崩落現場

路面の老朽化が進む町道
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一 般 質 問一 般 質 問

４年目となるスクールバス運行

木
き
戸
ど
　久
ひさ
康
やす
 議員

町
民
が
元
気
で

幸
せ
を
感
じ
る
町
と
は
何
か

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す

町
長

頂
く
事
を
期
待
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
事
業
も

当
然
必
要
で
す
が
、
こ
の
辺

で
町
民
が
幸
せ
を
感
じ

喜
び
を
感
じ
る
町
政
と
は
何

か
を
考
え
る
べ
き
と
思
い
、

次
の
点
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

木
戸　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
状
況
は
。

教
育
長　
小
学
校
は
学
校
か

ら
２
キ
ロ
以
上
、
中
学
校
は

４
キ
ロ
以
上
の
児
童
生
徒
を

基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。
小

学
生
が
２
１
８
人
、
中
学
生

が
60
人
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

木
戸　
福
祉
バ
ス
の
目
的
と

運
行
状
況
は
。

町
長　
町
内
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
や
身
体
障

害
者
等
を
公
共
施
設
や
医
療

機
関
等
に
移
送
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

木
戸　
校
庭
、
園
庭
の
芝
生

の
今
後
の
管
理
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

教
育
長　
し
っ
か
り
し
た
維

持
管
理
体
制
を
整
え
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

木
戸　
除
雪
車
を
中
古
車
両

４
台
購
入
し
て
計
６
台
と
な

る
が
、
そ
の
活
用
方
法
と
管

理
方
法
は
。

町
長　
町
の
臨
時
職
員
及
び

町
内
土
木
業
者
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
運
行
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
管
理
は
、
町

が
直
接
管
理
い
た
し
ま
す
。

木
戸　
冬
期
間
限
定
で
山
間

地
の
高
齢
者
を
住
宅
に
入
居

し
て
頂
く
様
な
施
策
も
考
え

る
時
と
思
う
が
、
そ
の
考
え

は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
具
体

的
な
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
す
べ

き
内
容
で
あ
り
ま
す
。

木
戸　
や
ぶ
さ
め
の
町
古
殿

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
今

後
こ
の
取
り
組
み
を
ど
の
様

に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
射
手
の
育
成
が
重
要

な
こ
と
で
、
そ
の
取
組
が

し
っ
か
り
と
図
ら
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

木
戸　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
登
録
人
数
と
運
営
方
法
は

現
状
で
満
足
し
て
い
る
か
。

町
長　
登
録
人
数
は
57
名
で

授
業
等
が
な
け
れ
ば
体
育
館

全
体
を
利
用
し
、
一
定
の
満

足
は
頂
い
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
か
ら
地
方
に
と
っ
て

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
問

題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

が
、
特
に
最
近
の
推
計
に
よ

る
と
２
０
５
０
年
に
は
若
年

女
性
が
半
減
し
全
国
の
市
町

村
の
半
分
が
消
滅
す
る
、
特

に
東
北
地
方
は
ほ
ぼ
全
滅
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
わ
が
町
も
何
か

手
を
打
ち
た
く
と
も
有
効
な

手
段
が
見
い
だ
せ
な
い
の
が

現
状
で
す
。
若
い
方
が
魅
力

を
感
じ
住
み
た
く
な
る
町
、

子
供
達
や
高
齢
者
に
も
や
さ

し
い
町
に
す
る
事
が
大
切
で

す
。

　
一
人
暮
ら
し
や
老
々
介
護

家
庭
も
急
速
に
増
え
医
療
問

題
健
康
問
題
、
買
い
物
も
出

来
な
い
問
題
等
深
刻
な
事
態

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
我
々
の
年
代
に
出
来

る
事
は
や
っ
て
お
き
、
後
は

次
世
代
が
知
恵
を
出
し
て
素

晴
ら
し
い
町
づ
く
り
を
し
て

芝生化されたこども園 
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米の全袋検査風景　

一 般 質 問一 般 質 問

岡
おか
部
べ
　淳

じゅん
一
いち
 議員

　
中
山
間
事
業
は
、
生
活
や

営
農
、
地
場
産
業
に
と
っ
て

重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
道
改
良
は
町
内
全

域
に
拡
大
し
、
利
便
性
の
向

上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
当

然
の
こ
と
と
し
て
中
山
間
事

業
と
連
携
す
る
形
で
町
道
や

農
道
の
改
良
に
も
目
を
向
け

る
こ
と
も
望
ま
れ
ま
す
。
そ

こ
で
伺
い
ま
す
。

岡
部　
中
山
間
事
業
に
追
加

的
な
事
業
は
認
め
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
工
事
着
工
後
に

計
画
の
見
直
し
や
設
計
の
変

更
も
認
め
ら
れ
る
の
か
。

町
長　
事
業
の
追
加
は
地
域

の
要
望
、
効
果
算
定
を
行
っ

た
計
画
で
あ
り
、
基
本
的
に

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

事
業
主
体
は
県
で
あ
り
、

工
事
着
工
後
の
変
更
は
、
認

め
ら
れ
る
も
の
、
認
め
ら
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
山
間
事
業
の
計
画
変
更
は

基
本
的
に
認
め
ら
れ
な
い

中
山
間
事
業
及
び
町
道
改
良
の

考
え
方
と
取
り
組
み
は

町
長

岡
部　
荷
市
場
か
ら
大
原
橋

間
の
道
路
は
距
離
も
長
く
大

規
模
な
工
事
に
な
る
が
道
路

の
供
用
目
的
は
何
か
。

町
長　
農
業
機
械
の
安
全
な

通
行
の
確
保
、
農
産
物
輸
送

の
効
率
化
等
、
農
業
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

岡
部　
荷
市
場
・
大
原
橋
間

の
改
良
に
伴
っ
て
、
交
差
し

て
い
る
各
路
線
改
良
に
向
け

て
の
考
え
は
。

米
の
価
格
暴
落
と

今
後
の
農
業
対
策
は

支
援
は
国
の
制
度
に

準
じ
た
も
の
に
な
り
ま
す

町
長

町
長　
交
差
部
分
に
つ
い
て

は
、
本
路
線
の
工
事
に
お
い

て
対
応
し
ま
す
。

岡
部　
大
原
橋
よ
り
旧
大
原

小
学
校
線
へ
の
接
続
、
そ
し

て
旧
大
原
小
学
校
橋
へ
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
ど
う
対
処

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ

の
検
討
は
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

 

米
価
は
全
国
的
に
軒
並
み

ダ
ウ
ン
、
60
キ
ロ
価
格
昨
年

比
で
３
千
円
も
暴
落
し
て
い

る
情
報
が
流
れ
ま
し
た
。
暴

落
し
た
価
格
で
は
再
生
産
す

る
費
用
す
ら
出
ず
、
米
づ
く

り
へ
の
意
欲
を
削
ぐ
危
機
的

状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
状
況
下
に
お
い
て
国
の

緊
急
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る

と
同
時
に
、
町
と
し
て
も
支

援
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
支

援
実
績
を
考
え
な
が
ら
次
の

質
問
を
し
ま
す
。

岡
部　
米
価
格
の
暴
落
に
対

す
る
認
識
は
。

町
長　
農
業
者
の
手
取
り
が

・ 

町
防
災
計
画
と
突
然
の
災

害
発
生
対
策

・ 

原
発
事
故
に
よ
る
汚
染
物

仮
置
き
と
除
染
目
標
へ
の

対
応

そ
の
他

質
の

問

減
少
し
、
不
利
な
条
件
の
農

地
が
多
い
我
が
町
農
家
へ
の

影
響
は
特
に
厳
し
く
、
ま
す

ま
す
農
業
離
れ
が
加
速
し
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
衰

退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

岡
部　
町
内
及
び
県
内
産
米

価
の
推
移
に
つ
い
て
現
状
で

の
情
報
把
握
は
。

町
長　
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
、

今
年
度
米
価
格
の
状
況
に
つ

い
て
情
報
を
収
集
し
て
い
ま

す
が
、
報
道
に
よ
る
と
概
算

金
単
価
は
昨
年
産
米
と
比
較

し
、
２
、
３
割
の
大
幅
な
下

落
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
最

低
水
準
と
の
こ
と
で
す
。

岡
部　
町
内
産
米
価
が
昨
年

比
で
一
定
の
下
げ
幅
に
な
っ

た
場
合
の
支
援
は
。

町
長　
米
価
の
決
定
は
国
策

に
大
き
く
影
響
し
、
変
動
す

る
こ
と
か
ら
、
国
の
制
度
に

準
じ
た
支
援
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

岡
部　
今
後
の
稲
作
の
方
向

性
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

町
長　
今
後
も
町
の
基
幹
農

産
物
で
あ
る
と
の
認
識
の
中

で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
産

地
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど

収
入
拡
大
に
つ
な
が
る
対
策

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

指定避難所の町公民館

鈴
すず
木
き
　一
いち
郎
ろう
 議員

災
害
に
対
す
る
対
応
は

防
災
計
画
に
基
づ
き
対
応
し
ま
す

町
長

箇
所
が
１
８
０
箇
所
、
急
傾

斜
地
危
険
個
所
は
80
箇
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
道
橋

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

に
全
橋
の
健
全
度
の
調
査
を

行
い
優
先
順
位
の
高
い
橋
梁

か
ら
順
次
、
対
策
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

鈴
木　
住
民
の
避
難
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　
大
雨
警
報
や
土
砂
災

害
警
戒
情
報
な
ど
の
発
令
時

に
防
災
行
政
無
線
や
エ
リ
ア

メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル

等
を
活
用
し
、
必
要
に
応
じ

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
等
を

発
令
し
周
知
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
町
広
報

誌
10
月
号
で
周
知
を
い
た
し

ま
す
。

鈴
木　
非
常
食
及
び
防
寒
対

策
用
品
の
備
蓄
状
況
は
。

町
長　
非
常
食
に
つ
い
て
は

現
在
備
蓄
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
毛
布
や
布
団

は
約
８
百
枚
、
水
は
５
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
で
約
２
千
４
百

本
の
備
蓄
が
あ
り
ま
す
。

鈴
木　
近
隣
町
村
と
の
連
絡

及
び
支
援
体
制
は
。

町
長　
町
で
は
平
成
12
年
に

近
隣
６
市
町
村
と
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
協
を
結
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17

年
に
は
、
岩
手
県
紫
波
町
と

大
規
模
災
害
時
の
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

る
ほ
か
、
平
成
18
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ

ン
タ
ー
や
あ
ぶ
く
ま
石
川
農

業
協
同
組
合
と
食
品
、
衣
類

日
用
品
、
飲
料
水
等
の
物
資

調
達
の
災
害
時
支
援
協
定
を

結
ん
で
お
り
ま
す
。

　
昨
今
、
局
地
的
短
時
間
の

大
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
昨
年
10
月
に
伊
豆

大
島
で
発
生
し
た
土
砂
災
害

今
年
８
月
に
は
高
知
県
・
福

岡
県
・
京
都
府
・
広
島
県
な

ど
広
範
囲
に
発
生
し
た
豪
雨

を
気
象
庁
で
は
平
成
26
年
８

月
豪
雨
と
命
名
し
今
後
の
対

策
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
特

に
広
島
市
内
で
発
生
し
た
大

規
模
土
砂
災
害
は
死
者
不
明

者
74
名
と
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
わ
が
町
で
も

起
こ
り
う
る
災
害
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
住
民
の

生
命
を
い
か
に
守
る
か
、
災

害
に
対
す
る
事
前
対
策
及
び

発
生
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

鈴
木　
砂
防
ダ
ム
の
数
と
、

そ
の
維
持
管
理
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長　
町
内
の
砂
防
ダ
ム
は

21
箇
所
あ
り
、
管
理
は
県
中

建
設
事
務
所
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。

鈴
木　
危
険
な
沢
・
崖
地
・

橋
な
ど
の
把
握
状
況
は
。

町
長　
県
の
調
査
対
象
箇
所

は
町
内
に
土
石
流
危
険
渓
流

防災用品が保管されている旧宮小特別教室
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高
たか
木
ぎ
　節
せつ
男
お
 議員

一 般 質 問一 般 質 問

　
定
例
会
前
の
議
会
全
員
協

議
会
に
お
い
て
、
17
年
か
ら

29
年
経
過
し
た
除
雪
車
両
購

入
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
地
方
自
治
法
第
２
条

第
14
項
に
は
、
地
方
公
共
団

体
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
念

で
使
え
る
も
の
を
大
事
に
使

う
事
で
、
中
古
の
除
雪
車
購

入
は
、
的
を
射
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
に
、
少
子

化
に
よ
る
、
小
学
校
の
統
合

や
保
育
所
、
幼
稚
園
の
一
体

化
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
、
跡

地
や
遊
休
施
設
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

高
木　
大
原
小
学
校
跡
の
利

用
計
画
は
。

町
長　
林
業
関
連
施
設
に
か

か
る
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

現
在
、
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
木　
論
田
小
学
校
跡
の
利

用
計
画
は
。

町
長　
文
部
科
学
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
廃
校
施
設
活
用

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
、

合
宿
所
、
美
術
品
展
示
場
な

ど
の
活
用
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
あ
り
ま
す
が
、
決

定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

高
木　
保
育
所
跡
の
利
活
用

は
。

町
長　
現
在
、
庁
内
で
利
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

高
木　
幼
稚
園
跡
の
利
用
計

画
は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
長

期
的
な
利
用
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
公
民
館
改
修
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
ら
、

公
民
館
仮
事
務
所
と
し
て
一

時
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

高
木　
こ
ど
も
園
に
隣
接
し

て
い
る
防
災
倉
庫
の
活
用
状

況
は
。

町
長　
現
在
、
災
害
救
助
用

の
毛
布
、
ふ
と
ん
、
水
な
ど

を
備
蓄
す
る
と
と
も
に
、
こ

ど
も
園
の
運
動
会
用
備
品
等

の
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。

旧論田小学校

遊
休
施
設
の
有
効
利
用
は

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す

町
長

旧幼稚園

林業関連施設として計画予定の旧大原小跡
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　除雪体制を強化するため、新たに融雪剤散布装置付き除雪トラック１台
除雪用大型タイヤローダー２台、小型タイヤローダー１台のあわせて４台
の購入予算を計上しました。これにより今年の冬からは町直営の除雪機械
は６台となり除雪作業の強化が図られます。

Q　平成２６年３月一般質問から
雪 道 対 策 と 除 雪 体 制テーマ

A　町長答弁

除雪体制の強化は。

委託内容を含め作業体制を検討します。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.27
一 般 質 問一 般 質 問

購入予定の融雪剤散布装置付き除雪トラック
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み ん な の ペ ー ジ

花壇の手入れ活動

＊いつ頃どのような経緯で発足しましたか。

＊ 今後、どんな活動を考えていますか。

＊どのような活動をしていますか。

　平成15年より、花の好きな仲間10名で越代の桜とともに、四季折々の花があっ
たらと思い自宅から球根や花の苗を持ち寄って、荒れ地を耕し植菜をはじめました。

発
行
：
古
殿
町
議
会
　
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

〒
963-8304 福

島
県
石
川
郡
古
殿
町
大
字
松
川
字
新
桑
原
31

ＴＥＬ 0247－
53－

4621・
FAX 0247－

53－
4511

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

http://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/

　整備された越代の桜公園を中心に３月から11月にかけてパンジーや
マリーゴールドなどの花の苗や、チューリップの球根を植えています。
　また、毎月12日には花壇の日として、除草や花の手入れを行っています。

　越代の桜と公園を含め遠方から、足を運んでくれる人、
また通る人にいろいろな花を見てもらい心が癒され、また
来てくれることを願い活動しています。

“町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか

次回の
定例会

今回紹介するのは、「おおぎの会」 のみなさんです。
Ｎｏ.20

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

12月中旬12月中旬

連絡先　おおぎの会　会長　水野浩子
　　　　　　0247-53-2432

花壇の手入れなど
ボランティア活動をしてみませんか。

会長　水野浩子さん

満開のサクラとチューリップ

会員の皆さん

壁掛 コースター

山藤ブローチ

町の間伐材などを利用した
木工品づくりもしています。


